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筆 答 試 験 問 題 

 

 

注 意 事 項 

 

１ 問題冊子は、監督者が「解答始め」の指示をするまで開いてはいけません。 

 

２ 受験票を机の上(通路側)に出しておいてください。 

 

３ 問題冊子は、この表紙を含め全部で３枚です。 

脱落があった場合は、申し出てください。 

 

４ 都市ビジネス専攻の受験者は、都市ビジネス専攻筆答試験問題を選択してくだ

さい。 

都市情報学専攻の受験者は、都市情報学専攻筆答試験問題を選択してください。 

   異なる専攻の問題を選択することはできません。 

 

５ 解答用紙には、問題番号、志望専攻・分野名、受験番号、氏名を記載してくだ

さい。用紙が足りない場合は申し出てください。 

 

６ 解答は、すべて解答用紙の所定欄に記入してください。 

解答以外のことを記入したときは、無効とすることがあります。 

 

７ 試験開始後 30 分を経過するまでは、原則として退室することはできません。

退室した場合、再入室は認めません。 

 

 ８ 監督者が「解答やめ」の指示をしたときは、直ちに解答の作成を終了してく

ださい。 

 

９ 問題冊子及び下書き用紙は、持ち帰ってください。 



 

 

平成 20 年 2 月 9 日実施 

 

都市ビジネス専攻筆答試験問題（小論文） 

 

  

以下の設問の中から一問を選び論述しなさい。解答用紙には選択した問題の番号

を明記すること。 

 

 

１  IT（情報技術）の急速な発展は、国民生活や企業活動に大きな影響を及ぼし

ている。その影響を取り上げて、問題点にも言及しなさい。 

 

２  現代のグローバル企業は、グローバル化のみならず現地化を進める必要があ

るといわれる。どのような現地化が、なぜ必要なのかについて論じなさい。 

 

３  国や地域の経済開発に当たっては、「持続可能な開発」が必要だといわれる。

それはどのような意味で、また「持続可能な開発」にはどのようなことが必要

なのかについて論じなさい。 



 

 

平成 20 年 2 月 9 日実施 

 

都市情報学専攻筆答試験問題（小論文） 

 

 

以下の設問の中から一問を選択し、800 字程度で解答しなさい。解答用紙には選択した

問題の番号を明記すること。 
 
 

１  現在、ネットワークの急速な普及は、組織や人々のコミュニケーションを飛躍的に簡

便にし、さらに日々発展を続けている。また、ネットワーク情報資源（ソフトウェアやコン

テンツなど）の増加は著しく、まさに社会の知識情報基盤としての位置を確立しつつあ

る。こうした環境がもたらしている「光と影」について、最近の具体的な事例を一つ取り

上げてあなたの意見を述べなさい。 

 

２  将来の生活を豊かにするために、コンピュータ技術・ネットワーク技術はどのような方

向に発展すべきだろうか。自分の考えを述べなさい。 

 


